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報告事項（1）

令和2年度千葉市立小・中・特別支援・高等学校における体罰及び
セクシュアル・ハラスメントに関する実態調査の結果について（令和3年度集諦

千葉市教育委員会では、令和2年度分の市内の小・中・4揺り支援・高等学校の児竜牛徒（(霊者）を対
象とした体罰･セクシュアル･ハラスメントに関する調査結果を取りまとめましたので､お知らせします6

1 調査の目的

本調査は､児童生徒と教職員との関わり合いの中で起こる体罰やセクシュアル･ハラスメントに関する実態

を把握するとともに、具体的な対策を講じ、より良い学校環境をつくるために実施する。

2調査方法等

（1）調査対象者 市立の小・中・4鵠ﾘ支援・高等学校に在籍する児音牛徒

※小学校・4鵠ﾘ支援学校は保護者も含む

令和2年4月1日～令和3年3月8日

アンケート調査とし、氏名は「無記名も可」としている。

全校種の児童牛徒が自宅で回答し、提出することとした。

回答については担任が関わらず、管理職が各教室を回って回収することとした。

回答については、教育委員会へ郵送による提出を可能とした。

ｊ
ｊ
ｊ

⑫
⑬
“ 灘”

3調査結果等鮮細は、別添資料参卿

（1）体罰と判断される行為2件（前回調査3ｲを抄

． ※厳霞沖意2件

（2）セクシュアル・ハラスメント

小学校19人揃回調査24人)、中学校17人（前回調査41人)、高等学校0人揃回調査1人)、

4鵠ﾘ支援学校0人揃回調査1人）

（3）各学校での現在の取組

職員会議等において資料を提示し､体罰、セクシュアル･ハラスメントの禁止について周知徹底を図って

いる。また、教職員同士の選嬬謝上や共通理解を図り、風通しのよい環境づくりを行ったり、校内巡鐸
業参観による状i刑刊晨と防止に向けた取組を進めたりしている。

4今後の取組

教育委員会では､教職員による体罰、セクシュアル･ハラスメントの防止に向け、以下の取組を行う。

（一部実施淵

（1）不祥調坊止に向けて教育長メッセージ及び性暴力から子どもを守る安全･安心な学校づくり宣言を全教職

員に発出し、周知を行うことにより意識啓発を図る°

（2）教職員の人権意識を高めるために、子どものl"lj条約に関する階層BI研修及び校内研修の充実を図る。

（3）校内の死角を限りなくゼロにするなど性暴力を生まなし環境を整備するとともに､児童生徒を性暴力から
守るための行動指針を周知するなど、教職員の安全配慮義務の理解･履行を図る。

（4）体罰、セクシュアル･ハラスメントの相談窓口として、児童生徒のための電話相談や送料無料の手紙相談
であるI子どもにこにこサポート」について周知を拡大するとともに、児童生徒が助けを求めるための仕組

みの充実を図る。

.(5)児竜生徒への人権教育として、 「子どもが暴力から自分を守るための人権教育プログラム｡P研傷」や

全小学校3年生を対象にCAPに関する絵本の読み聞かせ､中学校でのWに関する絵本の図書室での年間展
示を実施する。

（6） 自他の命の大切さについて実感できるようにするため、全小学校1年生を対象に、 I生命（いのち）の安
全教育」を実施する。

その他

今回の調壷吉果については、 刊竜青委員会ホームページに…る。

【IRL]http://WwwLcity.chiba.jp/kyoiku/kyoikusd'm/kyoikushokuirVindex.html
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令和2年度(令和3年度集計)市立小･中･特別支援･高等学校における体罰､セクシュアル･ハラスメントに関する鯛査結果について

〈アンケートの考察〉

本年度のアンケート明査から

1体罰鯛査結果
晩70．599人 全回答者致59.上

脚

学 校 狐 R2叶 小学校(111校） 中学校(55校） 高等学校(2校） 特別支援学校(3佼）

児童生徒･保護者

洲査対象者数

回 答 者 数

"70’599人

､ 参59,811
埆 鵠.

･# 84,7%

46,148人

39,549人

(85.7%）

22,829人

18,926人

(82.9%）

1,238人(3年は除く)

1,060人

(85.6%）

384人

276人

(71.9%）

学 校 極

分 類
" R2Rf ,

烏酔

小学校(111校）

件数

2年度 元年度

中学校(55校）

件数

2年度 元年度

高等学校(2校）

件欽

2年度 元年度

特別支擾学校(3校）

件致

2年度 元年度

体罰と判断される行為 2， (1)
rn1

Iどノ (O) (O)

喝
面

授業中

部活動中

その他（掃除中や休み時間など）

0

1 －

1

(1)

(0）

(O)

(1)

(1)

(〔

(0）

(C

(〔

(0）

(0）

(0）

態
椴

強く叩く、殴る

蹴る

壁に押し付ける、転倒させる等

正座、直立等特定の姿勢を長時間保持 ，

その他

& O

1

0

'0

1

(0）

(0）

(1)

(o)

(0）

(〔

(（

(］

(］

(c

(〔

(〔

(0

' (C

(C

(O)

(0）

(0）

(0）

(0）

①不適切な行為

(不適切な指導.行き過ぎた指導など）

受けた

見 ］

51

54

36

40

(34

(52

15

13

(20）

(26）

(1)

(2)

(0）

l)

②言葉の暴力(暴言等）
受け1

見 ］

100

78

9

7

(86

(87

31

31

(38）

(41）

f11
､』ﾉ

(2)

ヘ､

とノ

O)

③指導の範囲内である行為
受け1

見 】

95

120

0

4

(3C

(54

25

門戸

こり

r1コ1
､ﾑｰ〃

(8)

(0）

(1)

0）

0）

①～③の合計数
受けI

見 1
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P5

〕1 ‐
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rlQql
，ムーー"
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70

イブ11
､ﾘﾑﾉ

/寺F，

lｲコノ

ノハ､

{どノ

(5)

旬､

ﾆノ

1）
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2セクハラ調査結果

い

、

、

、 学

教職員から受けたセクハラの分類

里

灘:計 ，．

R2J R1

男子

人数

女子

人数

未記入

人数

男子

人数

P学校

女子

人数

未記入

人数

男子

人数

高等学校
一

女子

人数

未記入

人数

特）

男子

人数

支援学営

女子

人数

校

未記入

人数

①性的な話を言われ、不快であった。

(授業に直接関連する内容は除く）

受けた

見た

牢.”

ぷ

‘必噌

(13）

(17）

O (1)

0 （1）

2 （0）

O (0)

O (2)

1 （1）

0 （6）

‘0 （3）

1 (1)

0 （9）

1 （2）

0 （2）

0 （0）

0 （0）

0 （0）

0 （1）

0 (1)

0 （0）

O (0)

0 （0）

0 （0）

0 （0）

O (O)

0 （0）

②身体に触られ、不快であった。
受けた

見た

f6“
,"嵐

蕊3･驚呼

(38）

(46）

0 （3）

0 （7）

戸 '寺､
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1 イ71
▲ 、0〃

2 （4）

0 （1）

1 （6）
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4 （15）
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q イワ1
ｰ ､一J

1 （5）

0 （0）

0 （0）

0 (O)

0 （0）

0 （0）

0 （0）

O (1)

0 （0）

0 (O)

0 （0）

0 （0）

0 （0）

③みんなの前で容姿を諾題にされ、不快であった。
受けた

見た

0．

0

(13）

'1ヲ、
(』イノ

0 （1）

0 （3）

O (2)

O (2)

O (3)

O (1)

0 （1）

0 （5）

O (3)

0 （5）

O (3)

0 （1）

0 （0）

0 (O)

0 （0）

0 （0）

0 (O)

0 (O)

O (0)

O (0)

0 （0）

0 （0）

0 （0）

O (O)

④性的内容の電話･手紙・電子メール等をもらい、不快であった。
受けた

見た

ﾕ｡j‘

O･l
鉾

(O)

(0）

0 （0）

0 （0）

O (O)

O (O)

0 （0）

0 （0）

0 （0）

0 (O)

O (O)

O (0)

1 （0）

0 （0）

0 （0）

0 （0）

0 （0）

0 （0）

0 （0）

0 （0

O (0)

O (0)

o (0)

0 （0）

0 (O)

0 (O)

⑤その他
受けた

見た

錨.§5 ；；；

4

(3)

(4)

1 （0）

0 (0

4 （1）

3 （2）

4 （0）

0 （0）

0 （0）

0 （0）

3 （0）

0 （0）

内 '、，

。 （色ノ

1 （2）

0 （0）

0 （0）

0 (O)

0 （0）

0 （0）

0 （0）

0 (0)

0 （0）

0 （0）

0 （0）

0 （0）

0 （0）

①～⑤の合計
受けた

見た

36

8，

(67）

(84）

1 （5）

0 （11）

12 (10)

4 （11）

6 （9）

1 （3）

1 （13）

0 (13)

8 （19）

1 （35）

8 （9）

2 (10)

0 （0）

0 (O)

0 (O)

0 （1）

0 （1）

0 （0）

0 （1）

0 （0）

O (0)

O (0)

0 （0）

0 （0）

'44 (151）
4 /qP

LuD 16(21 7 （12 1 （26 9 （54） 10(19 0 （0） 0 （1） 0 （1） 0 （1） 0 （0） 0 （0）



3飼壷結果から見られる傾向や状況について

○体罰と判断される件数は､2件であった。 （※前回調査は3件）
・厳重注意2件である。 （※前回鯛査では､文書訓告2件･厳重注意1件）
○行き過ぎた指導等の不適切な行為は､行為を受けたのが51件であった。 （※前回調査は55件)なお､行為を見たのは54件であった。
○言葉の暴力は､行為を受けたのが100件であった。 （※前回調査は127件)。なお､行為を見たのは78件であった。
・行為を受けた件数100件の主な内訳は､人格や能力を否定する(46件>､バカにする(27件)、開る(19件)、威嚇や脅し(8件)である。

体罰 ・言葉の暴力

○児童生徒がセクハラを受|ﾅたと回答したのが36人(前回調査は67人)と昨年度と比べ減少している｡なお､見たと回答したのはB件であった。
・内訳は小学校19人(前回調査24人)､中学校17人(前回調査41人)､高校0人(前回調査1人)､特別支援学校0人(前回調査1人)である。
・主な理由は､身体に触られ不快であった(16件)、性的な話を言われ不快であった(授業に直接関連する内容は除く)(4件)、
性的内容の電話･手紙･甑子メール等をもらい､不快であった(1件)である。

セクシュアル

ハラスメント

○体罰及びセクハラの防止策として､学校長は年度当初の職員会膿や打ち合わせ等において､人権尊亜や体罰･セクハラ禁止の経営方針を示し､周知徹底
している｡また､その後は職員会醗や打合せの時間を活用し､市教委からの通知やコンブライアンス通信等を配布して周知徹底を図っている。

○教職員間の連携を強化するととも'二､児童生徒の情報の共有化､組縦による対応､風通しのよい環境づくりに取り組んでいる。
○学校だよりやHPを活用し､学校の様子を積極的に発信し､保護者との信頼関係の栂築に力を入れている。
○「校内コンブライアンス研修｣や｢不祥事防止のためのセルフチエック｣等を実施し､教職員自身にこれまでの指導を振り返らせたり、人権について考えさたり
するなどし､人権感覚の高揚を図っている。

○目標申告面接等を活用して､管理職が教職員一人一人に助言指導を行っている。
○校内におけるわいせつ行為等の防止のため､校内死角点検及び校内巡視を実施し､改善･対策を行っている。
O教育相餓活動の充実により､児童･生徒の声を拾い､体罰･セクハラの未然防止に務めている。

各学校での取組

4胸査を踏まえた今後の対応

心

○教職員の人権感覚､指導力の向上を図る。

・職員会饒や打合せ等lこおいて､報道記事や通知等の最新の慣報をもとに､体罰･セクハラ禁止の周知を徹底する。
・不祥事防止のためのセルフチエックを計画的に実施するとともに､人権研修､コンブライアンス研修等の充実を図る･
学校教育における人権研修《事例編》《手法編》 職員のコンブライアンス校内研修《事例編》《手法編》
服務管理 アンガーマネジメント 言葉の暴力 子どもの権利条約

○学校組織体制の強化を図る。
・教職員の連携強化､児迩生徒の共通理解と風通しのよい職場環境を作ることで､体罰･セクハラを未然に防ぐ･。
・事案発生時の報告･連絡･相談を迅速･的確に行うとともに組縦での対応や指導等､校内支援体制の栂築を図る。
・職員の悩み相談やメンタルヘルスの充実

各学校での取組

O教育委員会では､教職員による体罰､セクシュアル･ハラスメントの防止に向け､以下の取組を行う。

・不祥事防止に向けて教育長メッセージ及び性暴力から子どもを守る安全･安心な学校づくり宣言を全教職員に発出し､周知を図ることにより意識啓発を図る･
・教職員の人権意識を高めるために､子どもの権利条約に関する階層別研修及び校内研修の充実を図る。
・校内の死角を限りなくゼロにするなど性暴力を生まない環境を整備するとともに､児童生徒を性暴力から守るための行動指針を周知するなど､教職員の安全
配慮義務の理解･履行を図る。
・体罰､セクシュアル･ハラスメントの相談窓口として､児童生徒のための電話相談や送料無料の手紙相談である｢子どもにこにこサポート｣について周知を
拡大するとともに､1用寅牛徒が助けを求めるための仕組みの充実を図る。

・児童生徒への人権教育として､「子どもが暴力から自分を守るための人桶教育プログラム(OAP研修)｣や全小学校3年生を対象にCAPに関する絵本の読み聞
かせく中学校でのCAPに関する絵本の図書室での年間展示を実施留する。
・自他の命の大切さについて実感できるようにするため、全小学校1年生を対象に、「生命(いのち)の安全教育｣を実施する。

教育委員会



司
報告事項（2）

千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金交付要綱について

1 制定の趣旨

教育機会確保法(H29.2)、国通知(R元.10)に示されているように、不登校児童生徒の社会

的自立への支援については様々な関係機関等と連携し行うことが求められていることから、不

登校児童生徒の個々の状況に寄り添った支援を行っているフリースクール等の安定した運営や、

その指導体制の整備と体験学習等に係る経費の二部を補助するために交付要綱を制定する。

2千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金交付要綱の概要

（1）補助対象施設（第2条）

・ 不登校児童生徒に対する支援を主たる目的としていること。

・ 市内に施設又は活動拠点があること。

・ 営利を目的としない事業者が運営する施設であり､かつ､1年以上の活動実績があること。

・ 申請年度に、市内在籍の児竜牛徒が入所した実績があること。また、当該児童生徒が在籍

する学校長が通所状況等により出席扱いできると判断していること。

。 「千葉市における不登校児竜生徒が通う民間施設についてのガイドライン｣に則った支援

が行われていること。

（2）補助対象経費及び補助額の算定方法（第3条）

・ 教材及び教具の整備に係る経費

・ 体験学習･実習等の実施に直接要する経費

・ 児童生徒の相談や指導のために必要となる施設の借上料

（3）補助対象期間（第4条）

・ 4月1日から翌年3月31日までを一つの年度とし､その期間内に実施された補助費目を

補助対象とする。

3施行期日

令和3年7月1日ただし、令和3年度分に係る交付事業の対象となる経費については、

和3年4月1日に遡及して適用するとともに、補助申請は、 9月、 12月の2回とする。

令

4その他

本補助金の予算は､令和3年市議会第2回定例会において､補正予算として措置済みである。
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千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金交付要綱

（趣旨）

第1条市長は、千葉市立小学校、中学校並びに特別支援学校の小学部及び中学部に在

籍する不登校児童生徒が利用するフリースクール等民間施設（以下、 「民間施設」 とい

う｡）が行う学習活動等の充実を図るため、当該民間施設の経費の一部について、予算

の範囲内において、千葉市補助金等交付規則（昭和60年規則第8号。以下「規則」と

いう｡）及びこの要綱に基づき、民間施設の設置者である事業者（以下、 「補助事業者」

という｡）に対し補助金を交付する。

（補助対象施設）

第2条補助金の交付の対象となる民間施設は、次に掲げる要件を全て満たすものとす

る。 ．

（1）不登校児童生徒に対する支援を主たる目的としていること。

（2）市内に施設又は活動拠点があること。

（3）営利を目的としない事業者（学校法人を除く。）が運営する施設であり、かつ、 1

年以上の活動実績（任意団体として活動していた期間を含む｡）があること。

（4） 申請年度に、市立小学校、中学校並びに特別支援学校の小学部及び中学部の児童

生徒が入所した実績があること。また、当該児童生徒が在籍する学校長が通所状況

等により出席扱いできると判断していること。

（5） 「千葉市における不登校児童生徒が通う民間施設についてのガイドライン」に則っ

た支援が行われていること。

（6）児童生徒の状況や指導経過を保護者に定期的に連絡するなど、家庭との連携・協

力関係が保たれていること。

（7）児童生徒に対する個別の学習計画を当該児童生徒の在籍学校と十分に連携しなが

ら作成し、当該在籍校へ月例の状況報告を行うこと。

（8）学校、教育委員会の視察に適宜応じること。

（9）市立小学校及び中学校に在籍する児童生徒の人数を8で除した数以上の支援者が

いること。ただし、特別支援学校の小学部及び中学部の児童生徒を受け入れている

場合は、市立小学校、中学校並びに特別支援学校の小学部及び中学部に在籍する児

童生徒の人数を6で除した数以上の支援者がいること。

（補助対象経費及び補助額の算定方法）

第3条補助対象経費は、別表に定める経費であり、補助金の額は、別表に掲げる1施

設当たりの補助上限額と対象経費の支出（予定）額のいずれか少ない額とし、予算の

範囲内においてこれを交付する。

（補助対象期間）

第4条4月1日から翌年3月31日までを一つの年度とし、その期間内に実施された

補助費目を補助対象とする。

（交付の申請）
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第5条規則第3条の規定により補助金の交付を受けようとする場合は、千葉市フリー

スクール等民間施設事業費補助金交付申請書（様式第1号）を、別に定める期日まで

に市長に提出するものとする。

（交付の決定）

第6条市長は､前条の規定による交付申請書の提出を受けた場合､その内容を審査し、

補助金を交付することが適当であると認めたときは、補助金の交付決定を行う。

2前項の決定は、千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金交付決定通知書（様

式第2号）により通知するものとする。

3 第1項の規定による審査等の結果、交付することが不適当と認めたときには、直ち

に申請者に対し、その旨を通知しなければならない。

4前項の通知は､千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金不交付決定通知書(様

式第3号）により行うものとする。

（交付の条件）

第7条この補助金の交付の決定には、次の条件その他市長が必要と認める条件を付す

ものとする。

（1）補助事業の内容を変更（軽微なものを除く。）する場合は、あらかじめ市長の承認

を受けること。

（2）補助事業を中止し、又は廃止する場合は、あらかじめ市長の承認を受けること。

（3）補助金は、 目的以外に使用しないこと。

（4）補助事業が予定の期間内に完了しない場合又は補助事業の遂行が困難となった場

合は、速やかに市長に報告し、その指示を受けること。

（5）規則及びこの要綱を遵守すること。

（変更等の承認申請等）

第8条補助事業者は、前条第1号の規定による承認を受けようとする場合は、千葉市

フリースクール等民間施設事業変更承認申請書（様式第4号）を市長に提出しなけれ

ばならない。

2市長は、前項の規定による事業変更の申請があった場合は、変更の内容を審査し、

補助金の変更を決定（不決定）し、その旨を千葉市フリースクール等民間施設事業変

更決定（不決定）通知書（様式第5号）により通知するものとする。

3補助事業者は､前条第2号の規定による承認を受けようとする場合は､事業中止(廃

止）承認申請書（様式第6号）を市長に提出しなければならない。

4市長は、前項の規定による事業中止（廃止）の申請があったときは、千葉市フリー

スクール等民間施設事業中止（廃止）決定（不決定）通知書（様式第7号）により通知

するものとする。

（実績報告）

第9条規則第12条の規定により報告しようとする場合は、補助事業の完了後（補助

事業の中止又は廃止の承認を受けたときを含む｡） 10日以内又は補助金の交付の決定

をした会計年度の末日のいずれか早い日までに、千葉市フリースクール等民間施設事

７



葛
ノ

．業実績報告書（様式第8号）を市長に提出するものとする。

（補助金の額の確定）

第10条規則第13条の規定による通知は、千葉市フリースクール等民間施設事業費

補助金額確定通知書（様式第9号）によるものとする。

（交付の請求）

第11条規則第16条第1項の規定により補助金の交付を請求しようとする場合は、

千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金交付請求書（様式第10号）を市長に

提出しなければならない。

2規則第16条第2項において準用する同条第1項の規定により補助金の交付を請求

しようとする場合は、千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金一括（分割）事

前交付請求書（様式第11号）を市長に提出しなければならない。

（決定の取消）

第12条規則第17条第3項において準用する規則第6条の規定による通知は、千葉

市フリースクール等民間施設事業費補助金交付決定取消通知書（様式第12号）によ

るものとする。

（返還の命令）

第13条規則第18条第1項又は第2項の規定による返還命令は、千葉市フリースク

ール等民間施設事業費補助金返還命令書（様式第13号）によるものとする。

（関係書類の整備）

第14条補助事業者は、補助事業に係る経理を明らかにした帳簿及び関係書類等を補

助事業の完了の日の属する年度の翌年度から起算して5年間保存しなければならない。

（報告及び調査）

第15条市長は、この補助金に関して必要があると認めたときは、補助事業者に対し

て報告を求め、又は関係職員に調査させることができる。

2前項において、市長が補助金に関して報告を求めた場合又は関係職員による調査を

求めた場合は、補助事業者はこれに応ずること。

（補則）

第16条この要綱の実施に関し、その他必要な事項は、別に定める。

1
J

附則

1 この要綱は、令和3年7月1日から施行し、令和3年度分に係る交付事業の対象と

なる経費については、令和3年4月1日に遡及して適用するとともに、補助申請は、

9月、 12月の2回とする。
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別表

I

○補助事業者は、上記補助費目の中から、現状に即したものを補助申請する。
○申請時期は、 6月、 9月、 12月の年3回とする。 12月については、補助限
度額の変更のみとする。

○「施設借上料」については、 自宅を兼ねる施設は含まない。また、施設借上の
ための初期費用（敷金、礼金等)、駐車場借上料及び借上施設の管理費（上下水
道費、光熱費、火災保険料）は、含まない。

９

補助対象経費 内 容 補助上限額/1施設あたり

教材・教具
の整備、
体験学習・
実習費

教材及び

教具の整

備に係る

経費

体験学

習・実習
等の実施

に直接要

する経費

教材教具など

インターネットソフト使用

ライセンス料

通信費

プリンターインク代

用紙代

テキスト印刷代

教材教具費用

講師謝金（委託料を含

む）

引率者の旅費

当該活動に係る保険料、

当該活動に係る消耗品費

印刷製本費

通信運搬費

使用料

賃借料

学習用具など

142,000円

10,000円

60,000円

施設借上料
児童生徒の相談や指導のために必要

となる施設の借上料

288,000円

(月額24,000円×12月）



(様式第1号）

年 月 日

(あて先）千葉市長

所在地〒

法人名団体名

代表者職・氏名

1〔鴬“

千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金交付申請書

標記の件について補助金の交付を受けたいので､千葉市フリースクール等民間施設事業費補助

要綱第5条の規定に基づき、下記のとおり申請します。

記

1施設名

円2交付申請額

(内訳は別紙のとおり）

人（ 月 日現在）3利用児竜生徒数
少

4添付書類

（1）当該年度の事業計画書（目的を含む）

（2）当該年度の収支予算書

（3）前年度の事業概要及び収支決算書

（4）千葉市立の小学校、中学校又は特別支援学校小学部・中学部の利用児童生徒（以下「同児

童生徒｣）数及び同児童生徒の氏名・学校名・学年を確認できる書類（写）

（5）職員数を確認できる書類（写）

（6）個人情報の取扱いに関する、保護者から千葉市教育委員会宛ての同意書の原本（当該補助

申請年度に取得したもの）

（7）事業内容を記載しているパンフレット等

､

、
！ 10



(様式第1号別紙）

補助申請額の内訳（施設名 ） 単位：円

11

補助費目 費目の概要 碩昇内谷 補助額

教材･教具

の整備、

体験学習。

実習費

教材及び

教具の整

傭に係る経

費

体験学習．

実習等の

実施に直

接要する

経費

講師謝金(委託料を含む）

小計 円

小計 円

円

円

施設借上料 施設偕上料

円

合計(交付申請額）
円



(様式第2号）

千葉市指令 第 号

千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金交付決定通知書

法人名

代表者職氏名 様

年 月 日付けで交付申請のあった千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金につ

いて、次のとおり交付決定したので、千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金交付

要綱第6条第2項の規定により通知します。

年 月 日

④千葉市長

12

施設名

補助金の交付決定額 円

補助金交付予定時期 年 月 日

交付条件

1補助事業の内容を変更（軽微なものを除く｡）する場合は、市長の承認

を受けること。

2補助事業を中止し、又は廃止する場合は、市長の承認を受けること。

3補助金は、 目的以外に使用しないこと。

4補助事業が予定の期間内に完了しない場合又は補助事業の遂行が困難

となった場合は、速やかに市長に報告し、その指示を受けること。 ‐

5千葉市補助金等交付規則及び千葉市プリースクール等民間施設

事業費補助金交付要綱を遵守すること。

6補助条件に違反したとき又は不正行為がなされたとき、その他市長

が補助を不適当と認めたときは、補助を取り消し若しくは補助決定額

を減じ、既に交付されたものについては返還を命ずることがある。

7市長が必要と認めたときは、地方自治法第221条第2項の規定に
喝

より随時状況の調査を行い、又は必要事項について報告させることが

…プ

めつ ｡

8補助対象経費となる基準を満たしていても、証拠書類がない等の

理由により補助対象費として認められない場合があるので十分注意

すること。



’
(様式第3号）

千葉市指令 第 号

〔

千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金不交付決定通知書

法人名

代表者職氏名 様

年 月 日付けで交付申請のあった千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金につ

いて、次のとおり不交付決定したので、千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金交

付要綱第6条第4項の規定により通知します。 ．

年 月 日

千葉市長 ⑳

審査請求等について

1 この処分についての審査請求は、この処分があったことを知った日の翌日から起算して3か月以

内に、千葉市長に対してすることができます。

2 この処分の取消しを求める訴訟は、この処分があったことを知った日の翌日から起算して6か月

以内に、千葉市を被告として提起することができます。

13

施設名

不交付の理由



(様式第4号）

年 月 日

千葉市フリースクール等民間施設事業変更承認申請書

(あて先）千葉市長

所在地

法人名

代表者職氏名 ⑳

］〔麓灌”

年 月 日付け千葉市指令 第 号により補助金の交付決定の

あった千葉市フリースクール等民間施設事業を次のとおり変更したいので、千葉市フ

リースクール等民間施設事業費補助金交付要綱第8条第1項の規定により申請しま

す。

14

施設名

交付決定額 円

変更後所要額 円

差引所要額 円

変更の理由

変更予定年月日 年 月 日

添付書類
1 事業計画書

2 その他市長が必要と認める書類



(様式第5号）

千葉市指令 第 号

千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金変更決定（不決定）通知書

法人名

代表者職氏名 様

年 月 日付けで申請のあった千葉市フリースクール等民間施設事業変更につ

いて、次のとおり決定（不決定） したので、千葉市フリースクール等民間施設事業費補助

金交付要綱第8条第2項の規定により通知します。

年 月 日

千葉市長 ④

審査請求等について

1 この処分についての審査請求は、この処分があったことを知った日の翌日から起算して3か月以

内に、千葉市長に対してすることができます。

2 この処分の取消しを求める訴訟は、この処分があったことを知った日の翌日から起算して6か月

以内に、千葉市を被告として提起することができます。

15

施設 名

変更前補助金交付決定額 円

変更後補助金交付決定額 円

差引所要額 円

不決定の理由



(様式第6号）
、
1 年 月 日

千葉市フリースクール等民間施設事業中止（廃止）承認申請書

(あて先）千葉市長

所在地

法人名

代表者職氏名 ④

〕[駕蕊”

年 月 日付け千葉市指令 第 号によ･り補助金の交付決定の

あった千葉市フリースクール等民間施設事業を次のとおり中止（廃止） したいので、

千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金交付要綱第8条第3項の規定により

申請します。

16

施設名

交付決定額 円

、

中止（廃止）

の理由

中止（廃止）

予定年月日
年 月 日

添付書類
1 事業の経過及び成果を証する書類等

2 その他市長が必要と認める書類



(様式第7号）

千葉市指令 第 号

法人名

代表者職氏名 様

千葉市フリースクール等民間施設事業中止（廃止）決定（不決定）通知書

年 月 日付けで申請のあった千葉市フリースクール等民間施設事業

中止（廃止）について、決定（不決定）することとしたので、千葉市フリースクール

等民間施設事業費補助金交付要綱第8条第4項の規定により通知します。

年 月 日

千葉市長 印

審査請求等について

1 この処分についての審査請求は、この処分があったことを知った日の翌日から起算して3か月以

内に、千葉市長に対してすることができます。

2 この処分の取消しを求める訴訟は、この処分があったことを知った日の翌日から起算して6か月

以内に、千葉市を被告として提起することができます。

17

施 設 名

中止（廃止）年月日 年 月 日

中止 （廃止） 承認

（不承認） の理由



(様式第8号）

年 月 日

千葉市フリースクール等民間施設事業実績報告書

(あて先）千葉市長

所在地

法人名

代表者職氏名 ⑳

］[:鵜”

年。 月 日付け千葉市指令 第 号により補助金の交付決定のあ

った千葉市フリースクール等民間施設事業の実績について、千葉市補助金等交付規則

第12条の規定により、次のとおり報告します。

18

施 設 名

事業の着手年月日

及び完了年月日

年 月 日

年 月 日

補助金の交付決定額 円

補助金の既交付額
年 月 日 交付

円

補助事業の経費精算額
対象経費の総支出額 円

これに充てるべき他からの収入金の額 円

添付書類

1 事業実績報告書

2 実績調書

3 収支決算書

4 実績を確認できる書類（写しも可）



’

(様式第8号別紙）

実績報告書（施設名 ） 単位：円

19

補助費目 費目の概要 積算内容 補助額

教材･教具

の整備、

体験学習.

実習費

教材及び教

具の整備に

係る経費

体験学習.

実習等の実

施に直接要

する経費

講師謝金(委託料を含む）

小計 円

小計 円

円

円

施設借上料 施設借上料

合計(実績額の合計）
円

(様式2） 月 日付交付決定額
円



1

(様式第9号）

千葉市達 第 号

千葉市フリースクール等民間施設事業補助金額確定通知書

法人名

代表者職氏名 様

年月 日付け千葉市フリースクール等民間施設事業実績報告書により、千

葉市フリースクール等民間施設事業補助金の額を次のとおり確定したので、千葉

市補助金等交付規則第13条の規定により通知します。

年 月 日

④千葉市長

20

施 設 名

補助金の交付決定額 円

補助費目の精算額

対象経費の総支出額

これに充てるべき他からの収入金の額

円

円

補助金の確定額 円



(様式第10号）

年 月 日

千葉市フリースクール等民間施設事業補助金交付請求書

(あて先）千葉市長

所在地

法人名

代表者職氏名 ④

｢担当者名
［連絡先電話 ］

年 月 日付け千葉市達 第 号千葉市フリースクール等民間施

設事業補助金確定通知書により確定した補助金の交付について、千葉市補助金等交付

規則第16条第1項の規定により、次のとおり請求します。

21

施設名

補助金の確定額 円

交付請求額 円

添付書類

l千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金交付決定通知書

(写）

2千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金額確定通知書（写）

3その他市長が必要と認める書類



(様式第11号）

年 月 日
戸

千葉市フリースクール等民間施設事業補助金一括（分割）事前交付請求書

(あて先）千葉市長

所在地

法人名

代表者職氏名 ⑳

[熊ゞ ）
年 月 日付千葉市指令 第 号千葉市フリースクール等民間施設事業

費補助金交付決定通知書により決定した補助金の交付について、一括（分割）事前交付を次のと

おり受けたいので、千葉市補助金等交付規則第16条第2項において準用する同条第1項の規定

により、請求します。

22

施 設 名

補助金の交付決定額 円

一括（分割）事前請求額 円

補助金の既交付額

年 月 日交付 円

年 月 日交付 円

年 月 日交付 円

計 円

今回の交付請求額 円

一括（分割）事前交付の

希 望 理 由

添 ， 付 書 類

l 千葉市フリースクール等民間施設事業費補助金交付

決定通知書（写）

2 その他市長が必要と認める書類



’
(様式第12号）

千葉市達 第 号

千葉市フリースクール等民間施設事業補助金交付決定取消通知書

法人名

代表者職氏名 様

年月 日付け千葉市指令 第 号により通知した千葉市フリースクー

ル等民間施設事業補助金交付決定の全部（一部）を次のように取り消したので、千

葉市補助金等交付規則第17条第3項の規定において準用する同規則第6条の規定

により通知します。

年 月 日

イ

千葉市長 ④

審査請求等について

l この処分についての審査請求は、この処分があったことを知った日の翌日から起算して3か月以

・内に、千葉市長に対してすることができます。

2 この処分の取消しを求める訴訟は、この処分があったことを知った日の翌日から起算して6か月
C

以内に、千葉市を被告として提起することができます。

23

施 設 名

』

補助金交付決定額 隅
円

取消額 円

取消後の

交付決定額
円

｛取消の理由
ノ

P

･

７



(様式第13号）

千葉市達 第 号

千葉市フリースクール等民間施設事業補助金返還命令書

法人名

代表者職氏名 様

千葉市補助金等交付規則第18条（第1項・第2項）の規定により、次のとおり

返還を命ずる。

年 月 日

⑳千葉市長

、

24

施設名

補助金の交付決定額 円

今回の交付確定額 円

返還すべき金額 ，円
〃

返還期限 年 月 日

返還を命ずる理由

返還方法



ヨ
報告事項（3）

千葉市電子書籍サービスの実施について

本市では、図書館に来館せずに本が借りられ、スマートフォンやパソコンで読書を楽しめ

る「千葉市電子書籍サービス」を開始します。

1 趣旨

本市では、図書館サービスの更なる利便性向上と「Withコロナ」の時代における新しい

生活様式に対応するため、電子書籍サービスを提供します。

また、電子書籍サービスの提供にあたっては、文字の拡大や読み上げ機能など、電子書

籍特有の機能による新しいサービスを実現します。

2サービス開始日時

令和3年7月30日 （金） 午後1時から

3利用対象者

利用カード登録者（市内在住、在勤、在学者の方）

利用カードをお持ちでない方は①来館して利用登録する方法一(本人確認書類が必要)、

または②マイナンバーカードをお持ちの方はちぱ電子申請システムから登録する方法が

あります｡ ’

4サービス内容

（1）貸出点数、貸出期間等（当面の間）

1人2点まで、 2週間（14日間）以内

※予約点数は2点まで、資料の取り置き期間7日間

（貸出期間が終了すると自動的に返却となります）

（2）電子書籍の冊数

児童書・絵本や子育て関連本、小説・エッセイの他、ビジネスパーソン向けの短時間

で読み切れる書籍や料理・健康等の実用書、青空文庫など、約7， 600冊を提供しま

す。

（3）電子書籍の特徴

令和元年6月に施行された「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（読

書バリアフリー法)」の趣旨を踏まえ、文字の拡大や色の反転などができるものや、 日

本語の読み上げ機能によって､読書困難者や高齢者の方々にも本が読みやすくなります。

（4）学校との連携も段階的に進めていきます。

GIGAスクールによる1人1台のタブレットを利用し、千葉市図書館の電子書籍サイト

から利用ができるよう､利用カードの取得を推進します。

また、学校へパスワードを付与することにより、電子書籍を活用した読書活動が可能

となるよう進めていきます。 ，

25



5参考電子書籍サービス画面

① 【電子書籍サービス： トツプページ】
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議案第30号

陳情について

令和3年6月1日付けで受理した陳情第1号について、議決を求め

る。

日提出

千葉市教育委員会教育長

令和3年7月21

和美磯野

1
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⑤
、

》

千葉市教育委員会

教育長磯野和美様

中学校歴史教科書採択に関する要請書

文科省は2021年3月30日付の通知「令和4年度使用教科書の採択事務処理について」におい

て、 「令和3年度においては，無償措置法第I4条の規定に基づき･･･令和2年度と同一の教科書を

採択しなければならないこと」としつつ、自由社の歴史教科書が検定を通過したことで、中学校歴

,史に限り 「採択替えを行うことも可能」 としました。

一方で、文科省は. 「採択替えを行うか否かは、採択権者の判断によるべきものであること」 「令

和2年度における採択の理由や検討の経緯及び内容等を踏まえて判断すること」 としています。

つまり、特例的に「採択替えjをすることが「考えられる｣、いずれにせよ「採択権者の判断」

としており、特別な事情がない限り、 「令和2年度と同一の教科書を令和2年度と同一の教科書を

採択しなければならfないこと」としています。

' . ．

昨年、教科書が変わり、仮にまた変更ずるとしたら、教育委員会の作業や学校現場負担につなが

るものです。 したがって予算措置の伴う、単年度の採択で十分と考えます。

引く続き、教科書の採択にあたり、教職員および父母･･市民の声を十分に反映したものとなるよ

う、以下のことを強く要請します。

記

I

1、中学校歴史教科書について､2020年度の教科書採択の結果を尊重し、

採択替えを行わないこと・

〆

2021年6月1日

団体名

代表■■■■■、

千葉市中央区1■■■■■■

■■■■■

28



陳 情 文 書 表

29
、

受理番号 陳情第1号 受理年月日 令和3年6月1日

件 名 教科書採択に関す~る陳情 。

要 旨
1 中学校歴史教科書について、 2020年度の教科書採択

の結果を尊重し、採択替えを行わないでほしい

陳情者

住所

氏名

一
ｊ一
一

区

一〒
千

く



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

案説明

陳情について、千葉市教育委員会組織規則第8条第13号の規定

議

に基づき、議決を求めるものであります。

、

1
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議案第31号

陳情について

令和3年6月21

める。

日付けで受理した陳情第2号について、議決を求

令和3年7月21日提出

千葉市教育委員会教育長 磯 聿
太野和
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1

⑤
2m1年6月21日

千葉県市町村教育委員会教育長様

L

代表■

－二一
〒■■■-八千代市■■■■■■■■
Tel&Fax ■■■■ロ

事務局

連絡先

1

1

Emnil･

中学校用歴史教科書「採択替え」についての要望書

本年3月30日、文科省より 「令和4年度使用教科書の採択事務処理について」という通

知が発出されました。検定審査不合格となった自由社の「新しい歴史教科書」が再申請の

結果、2020年度の文部科学大臣の検定を経て、新しく発行されることとなったため、歴史

教科書に限って「採択替え」することも可能となったということですも

義務教育諸学校で同一の教科書を使用する期間は4年と法定されています。中学校用教

科書は、 2mO年に新しく採択されたばかりであり、使用が開始された本年4月から未だ3

ヶ月しか使われていません。文科省は、昨年採択の理由や検討の経緯及び内容等を踏まえ

て判断としていますが、新しい教科書を使用した授業実践の状況を調査研究して、 「採択

替え」を検討する程の実績は残されていないと思われます。

その上､新しく採択の対象となった自由社版｢新しい歴史教科書｣の検定済み期日は2021
年2月17.日とされていて､採択関係者が調査研究する時間も確保されていたとは考えられ

§ -

ません。

そのため、本年8月31日までに、各地域教育委員会で、中学校用歴史教科書の「採択替．

えJについて公正に調査研究することは不可能です。 ‐

また、もし「採択替え」を行って昨年採択した教科書と異なる教科書を採択したとすれ

ば、昨年の採択の公正性・正確性を自ら否定する矛盾を認めることとなります。さらに採

択に要した教育委員会や学校現場の業務や教育予算を無益に浪費したことになります。

前例の無い自由社版｢新しい歴史教科書｣再申請に伴う「中学校用歴史教科書｣だけの｢採

択替え」は現行の採択の仕紐みに改変をもたらす可能性もあります。実際に現在おこなわ

れている展示会も従来どおりの展示法や自由社版と現採択版のみの展示場もあります。教

科書採択は、本来現場教員がおこなうべきであり、教科書会社の都合や政治家の圧力で採

U

U

択されてはなりません。

「教科書と教育を考える千葉県民の会］は、2020年度

歴史教科書の「採択替え」を行わないよう要望いたし

学校用

雲f溺響駕蚕､．
以上
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③
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が打ち立てられZした。 . ‘b騏以一旦吻完又'一巴刀.酉
として平等に土地を分ける､班田収授法というしくみ
がつくられ史した. ， ,凧民が新た厳開墾地を私有す
ること,を鯛めたのて'､耕地は拡大しました｡欄外に
｢班田収投法と税§'｣｣の嚢.(p55.m税の紀述なし）

人
た
国
は
一

自由社は､公地公民制が
統治の公平をめざしたと
し、農民が璽税に苦しん
だことなと．一切書かな

い．そのためこの制度が
すぐ･に行き臆段つた理由
も脱明て.きない，

大日本

帝国恵法

縦識蕊識3嘘篭と噸議騨臘.。 ：器
峰
辮

扉翠永勺伺哲柾学基１Ｚ氏
た
ｒ

１
，
世
礼

回
し
、
ワ
つ

》
》

討醗鰕識t窯鯛辮鐇辮
統治を行うものと定められました. ． ‘国民は法徳のi
画肉デ昔嶮宰逗今佑ｲ的なソ古主話室な白甫力ぐ保P重‘

蔦篝蕊蕊灘鑿溌黙1で して政治的椎ド

|の稠押叩よりと塁つたった。 (pl92)
口

自由社だけが､君主踊答
受を直接紀述したり
天皇に職争況任を
せないためか。治安
浩殿と‘,法律て．自由
制て，きるようにしたこ

したの Iﾕ'､

任を問わ
治安紐持
,自由を規
したことが

大問題，自由・育鵬社に
は「臣民｣の紀述もない｡
内外から城しい批判も．

日筒風争
とその影

尋 溌擢鱸蕊
た．氏た､ロシアに仕坦でれ~〈

研の男気をあたえ史した.し’
来､白色人,梱の含威となる上
がるきっかけにもなりきした．

‘た諸民旗にも回家防

ジ他方､黄色入植は将
､う黄禍輪が欧米に広
193）

日禽戦争て・の勝利によって,日本は列強としての圓隙
的な地位を固め式した.国民の中には,帝国主栽固の一
同レノ』､再ﾅｰﾚぃ弓大間竜刷が＊垂れ.アジア鯖個に対す

ろ傷越臆

ナム駁と

な民族1
名、 1 口日

すること

が強農りました． ‘ ’日本の勝利は,インドやベト
頭束ｱﾘ7畠の植民地て.あったアジアのざ乳ざま
刺激をあたえ,民族運動が活発化し氏した。し
1千9件かf,､曇国士箆圃し1 .マアジアの民.旅に袴

なり乱した{P19I),

自由社‘耳馴社は日翁職
争腸利がアジア･アプリ力
どの植民地の人々､に伶
望あたえたとだけ強醐．
他社はその後の朝鮮なビ
ヘの乱恥な支配によって

その期待が思切られたこ
とな'と.を正しく伝えてい
入
－6

城回併合

日本政府は、日本の安全と満州の柤益を防衛する
ため、強固の安定""要汚とざえ室した． ｡ , 1910
年、日本は武力を背景に強国内の反対.を押えて条
約を純ぴ､併合を断行し重した(厘図併合)。娩固国
内には、 . .はげしく抵抗する人もい宝した.併合後に

瀧騨識蕊
囲

朝
土

皇
〃

更斬された日英同盟や,ポーツマス条約て．も,鞠国
対する日本の保誼椎が閥められ垂した.その後,日は
約に従っ‘て,日本が外交枢を掘ることに厳り・ ・ 191
年,政府は緯国併合に踏み切り,その賊治のため朝｜

徽罵憲懸誌蹴6;2鯉猟灘藤麹甚
鼠したがI米の作つけが通い‘うれ‘ '日本陪叙月「よ
TE蚕寅が行われたのて,朝鮮の人々の日本への

鵬辮溌,(熱噸灘爵需詳塗工

M

F1!

那
朝

M

rf

那
朝
て'I

朝

本
国
し
ま
六

『
．
０
４
エ
ヨ
ｔ
牌

は' 1905年に鯰国の外交横昏うばって保頒国にし，
統監府を鼠さました． , ･19I0年,日本は他国号併
重し･た． ， ‘首都の｢瑛騒(ソウル)｣も[京城｣に改称さ
した．望た強ぃ犠限を持つ明解総督府を股Hして，
〒･罠銅の謡垢享舞弐弐 オ研戻_姉春日？要推し趣め王し

二枚て は朋鮮の文化宅歴史を叙入も､畠とと雌しく市！
目~玉李~巧 再 玉張P救え．日本人に同化さ

議慧鐘駕………1

自由社の脱明て.
峨固の人々ウf激

したかわから象卜

鯛査Jが土地のI
になったこと、学

リハンク,ﾙを教え
が､強国て'は段ゲ

実施せず､文盲z
れ､嶋戦直後の‘

理解鼠は約2割ﾉ

哩
岬
恥
岬
罫
罪
岼
鍛
外
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鑿輩鑿輩鑿輩

司朏社＠
斗ハー◆』坐？

グ〕歴史はほほ
聖穿塁ラの囿何

畠略への反桔
守由而云上

庁1毛り』函"小〃’つノ

昏者の廟守

項目 自 由 ネ
●

育鵬ネ 旬 P 東 ミ 書籍 おもな特徴(自由社）

渦州早愛
と溌州国

耶変は､ ,日本が潤州の軍閥を排除し､治安を安
ざ､ソ退に対処する面もありユした(D230コうい

'。’午v月、岡釆単Iユ･ ･ 》両妖の罧踊と蝿娘し, ‘

側の攻撃だとして‘ ‘全湛州の主嬰地域を占領

課器鼈鵠深舗難需
を解決

動を支

霊f誰J甥9の難』諜胃鍔暑
明Iこより鰐§番雨鼻乎iRl才 Tl，巧亨I ．完イロ,ワ211

国民政府は、己本や欧米ウ

鶚蝿,'1
｡ ‘満州では｡

' ･潟鉄線路 難鋳
f中国I

を鶴
撃と発患し‘ '渦州の主要都市を占領し1 ‘ ，満州国を
建国させました． ・ ・軍部の行動は日本の斯冊や世倫
に強く支持され, ’ ･実質的に日本の支配下にあった

鑿撫撫蕊雛譲

中国において日本が持
さがさらに強王ろと!関東

-う樋整を取りもと.そうとする助
軍T可T可目T軍可~R~rg~百~層零頁

聯撫識磯雛蕊獄
の最後の皇帝了,あった溥隈を元首とする潟州国の連

輔裳議鴬簿織迦墜

自由社は､満州回は満州
人のためだ.ったかのように

書いているが、五族協和，
王道楽土lユ名ばかりて.倣

頭徹尾日本のための占領
支配/ぎった二とが明らかに
鞍っている.戦後の引き掲げ
者にも脱明て.きない内容，

尚京事件
雑念鰡瞬爵絲 北京東方の城壁都市，

がありました． I

月29日、日本の駐屯軍不在の間に、 , ，中
ｆ
＄蟻隊)が反乱を起こし蔵した.青竜刀と

3000人の兵士が､何の卵もない日

『民を､残膚な方法て殺害し氏し･た. ． 。 (p
内命

4』

937年
国人部

銃剣て

本人居
今､

』ノ

欄
多
者

日
外
数
数

本軍は12月に首都'尚京を占領し望したが，
の注⑤このとき、日本軍によって中国の軍属
の死傷者が出た（
なと･の実胆につい需鑿),この事件の絹

ざ壺な見解が斎

今日ても蹟争が既いていゑ･(P238)

日本軍は， | ,937年末に首都の間京を占領し｜その過
程てj女性や子どもなと･一般の人々や捕虜を､』､くむ多
数の中国人を殺害し要した

¥I1悪碧畿
とも呼ぱ曜尋件).注①この嘱件

被害者の数につい
査や研究が行われていますが､未だ

に確定してい里せん･(P230)

両京事件･を管かず通州
謬件を取りあげるのは自由
社だけ.後者の不幸な畢件
は「親日政樋」の兵士すら
日本に不満や憎しみを持つ
ていたことを示す．

日本瓦の

果崗アジ

ア占領

沖縄閲と
集団死

向寺壬

L L J性

釦即へ■画工1 1

L Ⅱ芋且 』 ず 』 Ⅲ

誇蒜器奈ギ
韓騨騨議
こそ可能て，した.日本軍の捕虜

になったｲｷﾞﾘｽ軍の中にはｲﾝﾄﾞ人兵士が多数い乱し
たが､彼らを中心にｲﾝﾄﾞ回民軍が結成されました.ｲ
ﾝﾄﾞｷｼｧやﾋﾞﾙﾏて.も、日本軍の指導て・軍隊がつくら
れ､のちに独立と建国の中核と鞍リ童したも(P240)

3月末
始皇リ

者がて
力し堂

蛤ユリ
､アメリカ軍は沖縄に攻撃を開始し､沖縄職 Df

式した．この戦いて,沖縄兜民にも多数の犠牲

鱸灘嬬鍔畿肯謡鶏織
て綴結しきした,欄外、沖縄戦、「兵隊や住民に
火炎放射を浴びせるアメリカ軍職皐｣の写具．
注①海軍司令官太田実少将の電文｢沖縄県民かく
蝋えり､県民に対し後世特別の御高配あらんことをJ
ID244) 墨田死のtP.凱なI .‐

＆<東南アジアを植民地として支配していた欧米鯖
固の軍隊は,開城から半年て,ほとんと･が日本軍によ
って砿られ室した．これによって.史謁ァジ

《区‘ ・インド狸巫早'三加わりI狸巫そめで

行動をともにしぎした．ビルマでは・ ・ピ‘

軍がつくられ,インドネシアても職男重力
の指導て.軍事力11線が行われ重した(P24

ア やインドの

7ﾗF再両琴
'て日本正ヒ
マ独立積男

でき，白本軍
）

米軍は3月末以降,沖縄に上陸し童した. ・
地上職がくり広げられ,日本軍は沖㈹県民

｡はげしい
とともに必

死の防職を展開し,航空機による体当たり攻撃(特
攻)や戦艦大和による水上特攻も行われ鼠した｡. ，日
本側の死者は18万～|9万人にのぼり,その半数以
上が一般市民て'した． 'も中学生や女学生了職いに従
軍して命を落とした人々や,輯囲がはげしくなる中て･

譜鵲挫…垂△皇もい農し

日本軍は､短期間のうち
にかけての広大＊地漣を

軍は,労働を強制したり、
また!日本語教育なと．を1

二．東面アジアから面太平洋
占領し蛍した．しかし1 , ・日本
b賢を取り上げた{ﾉしZした。
し付け霞した.そのため1現地

繍議簿漁鍵講護
237）

1945年3月‘アメリカ軍が沖縄に上陸しました．日本

蜜擢騨糊蕊噌上剰
;雛《鵲雛鞠愈瀦

き
,当時の

､たり、中学生や女学
貝 したりして強く抵抗
こむ激しい戦闘によ
沖縄県の人口の約4

分の’に当たる12万人以上になり望した.その中には，
日本軍によって築団自決に追いこ戎れた伸民*』ぃ室I．

と｡(PZzLf)

自由社の紀述は当時の
若肴を鯛った「アジア郎放
戦争｣のウソ宣伝と同じ,
1943.5,]1の「大東亜政略
楯導大綱｣て･は現ﾏﾚｰｼｱか
らイント, ネシアを帝国領土にし
て璽要資源を得る上侵略の
愈図を明肥している．

沖縄県民にとつ･て日本軍
によって「菓団死｣｢県団自
決｣に追い込ユれた妃憶は
鮮明．育鵬牡も妃述してい
るが、自由社lﾕそれを隅し、
鼎,民が通彼エて.日本軍に
検樫的に協力して職ったと
描こうとしている，

日本国

竃法 は
え
月
日
１
．

側
琴
２
瞥
は

ぎえ

GHQは大日本帝国意法の改正を蝋め宣した｡日本
11 1ゴ多少の傭正を加える篇けて‘民主化は可能だと
･改正案を王とめ乳した．しかじGHQは|946年

2月､約’週間てみずから作成した英文の憲法草案
階日本政府に示し､根本的改正を迫りました．政府
は.交戦横の否定なと･を含む草案に衝撃を受け賞し
たが､拒否した鳩合天皇の地位が存続て'きないこと
を恐れ､受'ナ入れ垂した. ･ ･帝国姐会て.審鯛する形
をとり氏したが､GHQの愈向には蝉喝えず．ぽしんン｡

GHQI

日本側は，
たものて･』

かし,GHG
改正累~雷
<迫り皇し

汽涌蚕肩1
との掘畑肥

戸どの174

ざ牡重I・た

,日本に対し憲法の改正を要成しきした．
く日本帝圓憲法は近代立憲主蔵に基づい
り、部分的な峠正て．十分と考え段した。し
t日本側の改正案を拒否し,自ら令嗣的な
鰹し 《、畠れと壷Iプ入れもようB丞旧 |に；論

。大里の地1且に影響がおよぶことをおそ

入
県
一

》れ貝畢
翻

す受それ
『
』 審峨･修正を経て, ' ･日本園定法が公布され, , ･施行さ

紅Zした.日本国意法は,国民主櫨,基本的人柑の尊

宣,平和主殿の三つを基本原理としました． (P244
～245）

ポツダム宜宮の軍国主殿
排除と徹底した民主化の要
沢に応えない政府案はGH
Qに拒否され､民政局ｽﾀ,ﾝ

フによる案を元にした鮒た
な政府案が国会て.審眼さ
れた.園民主楯の明t己、主
存樅なと．散々の修正がなさ
れた．

自由,宵朏社共に間逸い，
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受理番号 陳情第2号 受理年月日 令和3年6月2 1.日

件 名 教科書採択に関する陳情

要 旨
1 2020年度の教科書採択の結果を尊重し、 中学校用歴

史教科書の採択替えを行わないでほしい

陳情者

住所

氏名
（
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議案説明

陳情について、千葉市教育委員会組織規則第8条第13号の規定

に基づき、議決を求めるものであります。

』
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議案第32号

陳情について

令和3年7月6日付けで受理した

る。

陳情第3号について、議決を求め

令和3年7月21日提出

委員会教育長磯野和美千葉市教育

1
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1

！

1

③
2021年7月6日

’
｜
F

、 千葉市教育長磯野和美様

千葉市花見川区■■■■■■■■■■

ﾛ■■■■■■■■
｜

’

中学校歴史教科書採択についての要望書

’

’
1

日頃から、千葉市の教育にご尽力<ださりありがとうございます。また、コロナ対策についても、万全

な対応をしていただき、大変心強く思います。

私たちは、千葉に暮らし、子どもたちによりよい教育を願う市民です。子どもたちは、コロナ禍にあっ

ても明るく前を向き、学び、そして遊び、日々を健気に暮らしています。子どもたちが昨日より今日、今

日より明日へと、日々成長する姿を見守り応援できることは、親にとっては何にも代え雛い喜びです。そ

して、子どもたちに、日本国憲法の謡う人権や民主主義に守られた平和な未来を手渡せることを、心から．

願っています。

・ 昨年中学校教科書採択が行われ、傍聴いたしました。 1科目ごとに丁寧に審議し、採択するやり方に感

銘を受けました。今年、新たに「自由社」版歴史教科書が検定を合格したということで、異例の歴史教科

書のみ採択のやり直しをすると伺いました。そこで、教科書展示会に足を運び、 「自由社」版歴史教科書

を読みましたが､政治的・思想的に著しく国家主義的な教科書と言わざるを得ない内容に驚きました｡千

葉市のすべての子どもに、民主的な教育の場を作る努力を怠らない教育委員会のみなさまの良心を信頼

･して、ここに以下を要望いたします。 ．

『
〆
』

号
目

1－ 「自由社」版中学歴史教科書「新しい日本の歴史」は過去の戦争について、 日本の行為を正当化し、

日本がアジア諸国を植民地支配から解放し、各国に希望を与えた、 と記述しています（193ページ、 230

ページ、240ページ)。また戦時中の様相について「我が国」「国民はよく働き、よく戦いました」という

ように加害・被害の事実よりも精神面について客観性のない記述が多く見られます。教科書を使用する

教師にとっても大変使いづらいと思われます。また、アジア・太平洋戦争についても、かぎ括弧なしの

「大東亜戦争（太平洋戦争)」と記述しており、問題を感じます。 ．

さらに過去の大戦の旗印に.もなった天皇制を定めた大日本帝国憲法については、主な条文も掲載し、多

くの紙面を割き詳細に渡って記述している（184～186ページ)一方、日本国憲法に関してはわずか11行

で｢GHQの意向には逆らえず｣公布された、とあり、条文どころか内容や3原則すら書かれていません。

「自由社」版公民教科書をあたると、日本国憲法については「GHQ案の指示」であると書かれ、他国の

改憲回数や改憲の手続きについて詳細に書かれており､改憲誘導の強い意図を感じます(58～63ページ)。

。
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自由社のホームページを見ると、 「誇りをもって国を愛し、支える若者を育てるために真実の歴史を伝え

る唯一の教科書」とあります。しかし、過去の戦争を賛美したり、加害の歴史をなかったことにすること

では本当に誇りを持ち国を愛することはできません。丁寧に被害、加害の事実を学び、 くりかえさないた

めの叡智を子どもたちに租養し、未来の社会をよりよくできることでこそ、真の誇りや愛国心が持てる

のではないでしょうか｡~｢自由社」版、また同じ「新しい歴史教科書をつくる会」系の「育鴎社」版は、

明らかに学問的な正確さを欠いていると言わざるを得ません。たとえ検定を合格したとしても、親とし

て、いち市民として、 このような国家主義的な教科書を子どもたちに手渡してほしくはありません。

今夏の中学歴史教科書再採択において、 「自由社」版並びに「育鵬社」版歴史教科書を採択しないでくだ

さい。 ‐

蕊蕊2－教科書採択にあたっては、いかなる政治的介入、圧カ

ノ択を行ってくださ･い。 。

<、透明性、公正性のある
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受理番号 陳情第3'号 受理年月日 令和3年7月6日

件 名 教科書採択に関する陳情

ﾛｫｰ

要 旨

1 中学校用歴史教科書の再採択において、 「自由社」版

並びに「育鵬社」版歴史教科書を採択しないでほしい

2 教科書採択に当たっては、いかなる政治的介入、圧力

にも屈することなく、透明性、公平性のある採択を行

ってほしい

陳情者

住所

氏名

季 Ⅱ区ロ三■
■■■■

(賛同人 190名）
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議案説明

陳情について、千葉市教育委員会組織規則第8条第13号の規定

に基づき、議決を求めるものであります。
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令和3年教育委員会会議第7回定例会出席者(第一･第二会議室）

磯野

教育長

事務局
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